
〔寄生虫学雑誌第23巻第４号181-186頁，1974〕

四国における肺吸虫の分布

１）南四国の宮崎肺吸虫
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宮崎肺吸虫PCz7-agD"z"zzZs'"liyazαただＫａｍｏ，Nishi‐

｡a,HatsushikaetTomimura，１９６１は山口県岩国市六

呂師を，模式産地として報告されたものである。この肺

吸虫の分布地としては，次の各府県が明らかにされてい

る．すなわち，模式産地である山口県のほかに，兵庫

(加茂ら，１９６１；冨村ら，1965)，長崎(片峰ら，1962)，

京都(冨村ら，1964)，福岡・大分(川島ら，1965)，愛媛

(西田ら，1965,1966,1969)，徳島・佐賀(宮崎，1968)，

熊本(波部・浜島，1971)および静岡(林ら，1974)など，

その分布は11府県におよんでいる．

従来，宮崎肺吸虫の終末宿主としては，ヒト以外の哺

乳動物が知られていた．ところが,最近,横川ら(1974)お

よび林ら(1974)は,本吸虫による人体肺吸虫症例として，

それぞれ６例および５例を報告した．すなわち，横川ら

(1974）によれば，肺吸虫症患者と考えられる患者血清

について，免疫学的な面から検討を試みたところ，補体

結合反応や免疫電気泳動の結果では，宮崎肺吸虫に最も

近い成績が得られたことから，本症は宮崎肺吸虫による

ものと考えたいと報じている．一方，林ら（1974）は

ＶＢＳ抗原による皮内反応や感染経路の調査によるサワ

ガニＨｚｒａ７'zo〃cZbhαα"Zからのメタセルカリアの検出，

さらには免疫学的検査などから，５例の症例はいずれも

宮崎肺吸虫によるものと考えている．

これらの成績は，将来，宮崎肺吸虫のメタセルカリア

が寄生するサワガニを摂食することにより，同肺吸虫に

よる症例が追加されうることを示唆している．したがっ

て，宮崎肺吸虫の分布地を明らかにすることは，疫学

上，極めて意義深いものと考えられる．そこで，今回は

南四国，主として高知県を中心に，第１中間宿主のホラ

アナミジンニナByrhi九ＧＪ“（Ｍ０，７α）〃”。"ica，なら

びに第２中間宿主のサワガニについて，同肺吸虫幼虫の

寄生状況を調査したので，その結果についての詳細を報

告する．

材料および方法

調査は1971年４月から1974年５月にかけて行なわれ，

それぞれの調査地(Fig.１)において，ホラアナミジンニ

ナならびにサワガニを採集した．サワガニについては，

その体内とくに心臓，肝臓，鯉，生殖器官におけるメタ

セルカリアの寄生状況を検索した．

見出された肺吸虫幼虫の種を同定するため高知県吾川

郡伊野町勝賀瀬で採集されたカイやカニに寄生する幼虫

について，各部の計測を試みると同時に，それらの形態

を詳しく観察した．この場合，セルカリアについては，

５％ホルマリンにより固定したのち，計測を行なった．

また，同地産のサワガニ寄生の肺吸虫メタセルカリア

を，ダイニクネズミＲａ雄`ｓ〃oγUcgﾉc"saZ6f，zz`ｓに経

口投与し，７８日後にネズミを剖検して成虫ならびに卵を

得，種の同定に供した．

成績および考察

ホラアナミジンニナの分布状況と，サワガニにおける

肺吸虫メタセルカリアの寄生状況は，Ｔａｂｌｅｌに示され

たとおりである.高知,愛媛,徳島県下の17調査地区のう
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ち，１６地区ではホラアナミジンニナの生息が確認され，

高知県の土佐山村，坂本，白髪山名野川，勝賀瀬およ

び徳島県の阿波池田の計６地区のサワガニでは，肺吸虫

のメタセルカリアが証明された．

カイにおける肺吸虫幼虫の寄生状況を検索したとこ

ろ，勝賀瀬のホラアナミジンニナでは，３４３中２個体

(0.6％)が肺吸虫の幼虫に対し陽性であった．見出され

た他の陽性カイをも含めた１個体あたりのセルカリア数

は，平均班(３～54)個であり，1973年８月の検索では，

スポロシスト，第１代・第２代レジアおよびセルカリア

など，各ステージの肺吸虫幼虫が観察された．

得られたセルカリアの形態は，Ｐｌａｔｅｌ－１に示され`た

とおりである．また，これらの幼虫について，その平均

計測値を示すと，体長141(128～224)似，体幅75(64～92）

似,ﾛ吸盤縦径45(32~48川･横径38(32~40川,腹吸盤

縦径38(32～44川・横径38(32～40〃,穿東リ鰊長26(24～

28〃,尾長18(12~24皿であった.これらの計測値は,

従来，宮崎肺吸虫のセノレカリアについて報告されている

値（川島・宮崎，１９６４；ＫａｍｏｅｔａＬ，１９６７；初鹿，

1967；橋口・宮崎，１９６８；西田ら，1969）にほぼ一致す

る．このように，ホラアナミジンニナから見出されたセ

ルカリアの形態は，宮崎肺吸虫に最も近い傾向を示し

た．

サワガニにおけるメタセルカリアの感染率，および陽

性カニ１匹あたりの平均寄生数は，次のとおりである．

すなわち，高知県土佐山村のカニではそれぞれ７．０％お

よび１個，坂本4.9％および１個，白髪山33.3％および

１個，名野川34.0％および２．４個，勝賀瀬21.3％および

2.4個であり，徳島県阿波池田のカニでは30.0％および

１個であった．また，回収されたメタセルカリア94個に

ついて，サワガニ体内での寄生部位をみると，肝臓で最

も多く44個(46.8％)，ついで心域34個(36.2％)，甲殻内

側の被膜１２個(12.896)および生殖器官４個(4.3％)の||頂

に減少する傾向にあった．

得られたメタセルカリアの形態は，Ｐｌａｔｅｌ－２，３に

示されたとおりである．また，その計測値は勝賀瀬のサ

ワガニから得られたものでは，内嚢直径平均458(408～

487〃，内膜の厚さ平均20(8～32)似および外膜の厚さ平

均14(4~28皿であった.これらのﾒﾀｾﾙｶﾘｱでは,

'１，宮・冨村（1964）および川島ら（1965）が宮崎肺吸虫

のメタセルカリアについて指摘しているように，固有の

外膜のほかに厚い被膜が認められ，その厚さは変化に富

むものであった．したがって，今回得られたメタセルカ

リアの形態においても，本種は宮崎肺吸虫と同定しう

る．

ダイコクネズミ肺臓の虫嚢腫内から，得られた成虫お

よび卵の形態は，Ｐｌａｔｅｌ－４，５，６，７に示されている．

これによると，卵巣の分岐は比較的複雑で，皮鰊は単生

している．回収された虫体の平均計測値は，体長７．４

(6.9～7.9）ｍｍ，体幅２．８（2.6～3.1）ｍｍ，口吸盤縦径

0.41(0.38～0.49)ｍｍ・横径0.61(0.60～0.64)ｍｍ，腹

吸盤縦径0.71(0.68～0.74)ｍｍ・横径0.62(0.58～０６９）

ｍｍ，咽頭縦径0.31(027～0.38)ｍｍ・横径0.38(0.36～

0.39)ｍｍであった．これらの値は，従来報告されてい

るダイコクネズミから得られた虫体のそれと，ほぼ一致

するものである．一方，卵では，その大部分の最大幅部

は中央部にあった．これらの卵について，その平均計測

値を示すと,長径79(64~88Ｍ,短径44(40~48皿で

あり，これらは宮崎H市吸虫について報告されている値

(ＫａｍｏｅＺａＬ１９６１；冨村ら，１９６４；西田ら，1969)に

最も近い傾向にあった．

以上のように，高知県の５地区ならびに徳島県の阿波

池田で，ホラアナミジンニナやサワガニから得られた肺

吸虫の幼虫は，それらの諸特徴から，いずれも宮崎肺吸

虫であると同定された．

なお，今回の調査で，MzcroγCｈｉｓ”/"z‘JCS,`s、Ｓ/"‐

ｈα"山c/z/、ｓ′α７℃"ｓは，ほとんどの調査地区で認めら

れ，Ｍｂｒａｃｅγｃａｒ/αｓｐ・ｂｙＫｕｒｉｓｕならびにA化race7-

cαγｌａｓｐｂｙＯｋａｂｅも一部の地区で観察されたこと，

また沖ノ島のサワガニではMezaceγｃａｒｊａＷ肋ﾉＭ"s/ｓ

が認められたことを付記する．

結 語

南四国における宮崎肺吸虫の分布地を明らかにするた

め，主に高知県を中心に，ホラアナミジンニナやサワガ

ニについて，肺吸虫幼虫の検索を試みた．その結果，高

知県の土佐山村，坂本，白髪山，名野川および勝賀瀬，

徳島県の阿波池田の６調査地区において，肺吸虫幼虫が

見出された．これらの幼虫や実験感染によって得られた

成虫ならびに卵などの形態的特徴から，本種は宮崎肺吸

虫と同定された．また，ホラアナミジンニナは，ほとん

どの調査地区の山間渓流に，かなり広く分布しているこ

とが明らかとなった．

稿を終るにあたり，この調査に対し，種々御協力下さ

った高知大学教育学部教授山中二男博士，当研究室の国

見寛，大平圭一，河野修三，山崎信子，筒井理枝子の

（１７）
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STUDIES ON THE DISTRIBUTION OF PARAGON1MUS MIYAZAKII

IN SHIKOKU, JAPAN

1. DISTRIBUTION OF P. MIYAZAKII IN THE SOUTHERN

PART OF SHIKOKU

Yoshihisa HASHIGUCHI

(Biological Laboratory, Faculty of Education, Kochi University, Kochi, Japan)

TOSHIHIKO OKURA

(Kochi Gakuen College, Kochi, Japan)

AND

HlDEKAZU HIRAOKA

(Kochi Prefectural Live-stock Experiment Station, Kochi, Japan)

The snail host, Bythinella (Moria) nipponica and the crab host, Potamon dehaani, of

Paragonimus miyazakii were collected from 17 foci in Kochi, Ehime and Tokushima Prefectures

(Fig. 1). Eight hundred and sixty-three crabs collected were examined for the metacercariae

of P. miyazakii. The incidence of the infected crabs with encysted larvae of Paragonimus

and the distribution of B. (M.) nipponica are shown in Table 1. Sixty-three (7.7%) out of the

823 crabs and 2 (0.6%) out of the 343 snails examined were positive for the larvae of Para

gonimus. The larvae obtained from snail and carb hosts were identified with P. miyazakii

Kamo et al., 1961, based on their morphological features, as well as those of the adult worms,

detected from the albino rats fed experimentally with the metacercariae (Plate 1).

In the present paper, six foci, viz., Tosayamamura, Sakamoto, Shiragayama, Nanokawa

and Shyogase in Kochi and Awa-ikeda in Tokushima were recorded as the distributed areas

of P. miyazakii in the southern part of Shikoku, Japan.

( 20 )




